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Invitrogen  GeneArt  Instant Designer
ご利用マニュアル
pcDNA 3.1 (+) Mammalian Expression Vectorを用いた

哺乳類細胞発現ベクターの構築

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。
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• 哺乳類細胞でタンパク質を作りたい
※Invitrogen pcDNA 3.1 (+) Mammalian Expression Vectorは最も実績がある哺乳類細胞用発現ベクターの一つです

• 一過性発現を考えている

• 安定発現株の作成も視野に入れているが抗生物質はG418（Gibco Geneticin  Selective Antibiotic）でOK

こんな方におすすめ

• ベクターマップを確認し、合成遺伝子の挿入位置を決める

• 入力・オーダーサイト[Instant Designer]に合成希望配列を入力

• （オプション、おすすめ）ヒト（Homo sapience）などに対して塩基配列を最適化

• [pcDNA 3.1 (+) Mammalian Expression Vector]を選択

• （オプション、おすすめ）追加精製サービスを選択（そのままトランスフェクションに使用可）

• カートに入れて価格・納期を確認

• オーダー

オーダーの流れ

オーダー時にご準備いただくもの

お届けするもの

• 約5 μgの発現ベクター（分子生物学グレード、乾燥）

• あるいは、オプションで追加精製を選ばれた場合はトランスフェクショングレードの精製発現ベクター（溶液）

目的遺伝子

挿入

• オーダー用アカウント
※お持ちでない方はこちらをご覧ください

• 合成予定遺伝子の配列情報（塩基配列、あるいはアミノ酸配列）
       ※アミノ酸配列を入力される場合は追加資料を合わせてご覧ください

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

https://www.thermofisher.com/identity/account/registration/
https://documents.thermofisher.com/TFS-Assets/BID/Methods-&-Protocols/invitrogen-geneart-instant-designer-protocol-amino-acid-ja.pdf


ベクターマップを確認し、合成遺伝子の挿入位置を決める
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マルチクローニングサイト（MCS）
MCS近辺の塩基配列 内がMCS

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

通常、下記ベクターマップのMCSにある制限酵素2種でベクターを切断し、そこに合成配列を挿入（ライ
ゲーション）します。
※いくつかシステム上選べないものもありますので、下記の実績があるものをご使用いただくのがおすすめです。また、合成配列内に含まれる制限酵素を使われる際は、最適化
が必須です。最適化により合成配列内の該当制限酵素サイトを破壊する必要があります。

特にご希望がなければ、実績があるHind III と Xho I の組み合わせをおすすめします。



入力サイト”Instant Designer”にログイン
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① 製品ページにアクセスし、［GeneArt Instant Designerで遺伝子合成をオーダー］の［注文する］をクリック

② ユーザー名とパスワードを入力しサインイン

③ GeneArt DashboadでCloned Genesの［Start New Project］をクリック

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

③ GeneArt Dashboard

②

ユーザー名、パスワードは

カスタムDNAオリゴ、siRNA、
TaqMan等と共通です。ご

登録がまだの場合はここか

らご登録ください。

①

クリック

より詳しいオーダーマニュアル クリック



合成希望配列（塩基配列）を入力
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① ［Manual Creation］をクリック

② 配列名と配列（塩基配列 ）を入力し、［Continue］をクリック

③ Everything looks good!というポップアップが出たら、［Continue to configure］をクリック

配列名を入力（半角英数字、記号は-と_のみ使用可）

配列を入力（塩基配列、100~5,000 bp） 配列の両端（5’、3’）に他の配列を付加したい

場合、ここに塩基配列を入力

Kozak配列（例：ACC）など

合成配列全長で100-5,000 bp

クリック

②

クリック

③

このポップアップが出たら［Check Status］をクリックし、Configure等で修正。

アミノ酸配列を入力した場合、使用できない文字が含まれる場合など

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

クリック

入力不要

気になる方は総合マニュ

アルをご参照ください

多数の配列を同時入力

する際に便利

ダウンロードしたファイ

ルに配列を入力し、その

情報をアップロードする

①

※アミノ酸配列を入力される場合は追加資料を合わせてご覧ください

https://documents.thermofisher.com/TFS-Assets/BID/Methods-&-Protocols/invitrogen-geneart-instant-designer-protocol-amino-acid-ja.pdf


（Option）配列を最適化 おすすめ
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① ［Optimize］タブをクリック

② Host OrganismとORFを選択、続いてMotifs to Avoidボタンをクリック

③ pcDNA 3.1 (+)への挿入時に使用する制限酵素サイト（Hind IIIとXho I推奨）を選択後、［Save］ボタンをクリック

④ ②の図の［Optimize Sequence］ボタンをクリック

⑤ Successが出たら、［Review］タブをクリック

クリック①

②

クリック

選択

最適化について：アミノ酸配列を変えずに塩基配列を変えています。発現レベルアップ、合成難易度低減が期待されます。
詳しくはこちら
最適化する生物の例：ヒト（Homo sapiens）、マウス（Mus musculs）、ラット（Rattus norvegicus）、CHO細胞（Cricetulus griseus）
ORFについて：通常合成配列中の翻訳開始コドン（ATG）からStopまでを指します。
例えば900 bpの遺伝子の5’末にKozak配列（ACC）を付加された場合は、4-93を指定してください。

③

クリック④

⑤
クリック

Check!

クリック

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

塩基配列を変えたくない場合はこのステップをスキップしてください

https://www.thermofisher.com/jp/ja/home/life-science/cloning/gene-synthesis/geneoptimizer.html


ベクターの選択（pcDNA 3.1 (+)）
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① Vector（ベクター名、pcDNA 3.1 (+)）、使用する制限酵素サイト（Hind IIIとXho I推奨）を選択し、

［Apply & Analyze］をクリック

②              を確認後、［Order］タブをクリック
②

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

①

クリック

選択

選択

Check!クリック

ベクターマップを

ご確認いただけます
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追加精製の選択（Option）

Delivery Quantity（納品するプラスミド量）について：
デフォルトは5 μg lyophilized plasmid DNA, Research Gradeです。トランスフェクションには向きません。
上記の他、Option対応（料金が異なります）でトランスフェクショングレードのプラスミドをお選びいただけます。
精製時に使用する大腸菌の培養液量でいくつか種類がございます。100 μg等量の記載がありますが、
これは目安で保証量ではありません。
その他の溶媒もお選びいただけますが、TEをおすすめしています。

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

クリック

①

クリック

① 以下のようなポップアップが出たら、［OK］をクリック

② ［add-on, fast delivery, plasmid prep］をクリック

③ Delivery Quantityの▼をクリックし、ご希望の溶媒・合成スケールを選択し、[Save]をクリック

②

③

クリック

クリック



Order完了まで
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① ［Add to Cart］をクリック

② 合計金額の欄などご確認いただき、問題無ければ［注文手続きを始める］に進む

納品物の情報をご確認いただけます

GBファイル FASTAファイル

PDFファイル

GBファイル：ベクター込みの全長配列情報を確認いただけます。テキスト
で開けますが、マップを表示できるソフトウエアで開くこともできます。
FASTAファイル：合成予定配列をご確認いただけます。
PDFファイル：最適化の結果をまとめた図をご覧いただけます。

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

①

クリック

②

クリック

キャンペーンをご利用い

ただく場合はここにキャ

ンペーン番号をご入力く

ださい
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Order完了まで

① Best Price Orderingというポップアップが出たら、［OK］をクリック

② ［Add to Cart］をクリック

③ 合計金額の欄などご確認いただき、問題無ければ［注文手続きを始める］に進む

クリック

①
納品物の情報をご確認いただけます

GBファイル FASTAファイル

PDFファイル

②

クリック

③
クリック

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

GBファイル：ベクター込みの全長配列情報を確認いただけます。テキスト
で開けますが、マップを表示できるソフトウエアで開くこともできます。
FASTAファイル：合成予定配列をご確認いただけます。
PDFファイル：最適化の結果をまとめた図をご覧いただけます。
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本日のAgenda

ご不明な点がございましたら、お気軽にテクニカルサポートまでお問い合わせください。

個別サポートいたします。

jptech@thermofisher.com
03-4520-5288 ガイダンス6番

11

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。
© 2025 Thermo Fisher Scientific Inc. All rights reserved. All trademarks are the property of Thermo Fisher Scientific and its subsidiaries unless otherwise specified.
実際の価格は、弊社販売代理店までお問い合わせください。価格、製品の仕様、外観、記載内容は予告なしに変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。
標準販売条件はこちらをご覧ください。thermofisher.com/jp-tc

mailto:jptech@thermofisher.com
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